
旧片山家住宅

指定区分 国指定重要文化財（建造物）

読みかた きゅうかたやまけじゅうたく

所在地 高梁市成羽町吹屋

指定年月日 平成18年12月19日

解説

主屋の中心部は18世紀末期の建築で、文
政13年(1830)までに増築されて現在の構
成になっている。片山家は鉱山町吹屋で
ベンガラ製造・販売で財をなした商家。主
屋は切妻造り、平入り、正面の外壁をなま
こ壁とし、窓の部分に出格子を設けてい
る。主屋と宝蔵［たからぐら］は通りに面し
て並び建ち、主屋の後ろに米蔵、弁柄蔵、
仕事場及び部屋が連なっている。

アクセス方法 岡山自動車道 賀陽ICから約１時間

公開状況
入館：9時～17時、有料、休館：12/29～
12/31　〔問い合わせ先〕吹屋ふるさと村観
光協会 0866-29-2222

設備

吹屋ふるさと村の駐車場・トイレをご利用く
ださい。

備考


